
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率、管渠老朽化率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成28年度決算）
岡山県　勝央町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

54.05 208.44 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Cd1 非設置 11,266

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 70.07 50.47 89.50 2,050 5,671 4.94 1,147.98 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①料金収入等の収益で維持管理費や支払利息等の費
用をどの程度賄えているかを表す指標で、当町は資
本費が大きいため経常収益で賄えず、経常収支比率
が100％未満となっており、類似団体平均を下回っ
ている。②営業収益に対して、累積欠損金がどれだ
けあるかを表す指標で、当町は赤字経営で類似団体
平均よりも高くなっている。③短期的な債務に対す
る支払い能力を表す指標で、当町公共は類似団体と
比較して高い数値になっており、100%を上回ってい
る。④一般会計の負担により0％となっている。⑤
使用料で回収すべき経費を、どの程度使用料で賄え
ているかを表した指標であり、当町では汚水処理費
が高い割に使用料単価が低くなっており、十分な料
金水準ではないため、適正な使用料単価への見直し
が必要だと思われる。⑥有収水量１㎥あたりの汚水
処理に要した費用であり、当町では類似団体平均と
比較しても汚水処理費が低くなり、今後も施設の効
率化や維持管理費の削減を検討する必要がある。⑦
晴天時一日平均処理水量を現在処理能力で除した数
値で、施設がどの程度利用されているかを表すもの
であり、当町では主に工業団地からの流量が節水等
により減少していることが大きいが、流入量は大き
く変動するため過大とまでは言えない。⑧処理区域
内人口のうち、実際に水洗便所を設置して汚水処理
している人口の割合を表した指標であり、当町では
面整備が完了しているため平均値を上回っている。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却がど
の程度進んでいるかを表す指標で、当町公共は供用
開始から30年以上経過しており、法定耐用年数に近
づいている施設や過ぎた施設もあるが、法適用初年
度のため償却率としては低くなっている。②法定耐
用年数を超えた管渠延長の割合を表した指標で、当
町では面整備が完了しているが、法定耐用年数を経
過している管渠はないため０となっている。③当該
年度に更新した管渠延長の割合を表した指標で、当
町は、平成22年度から処理場施設、平成25年度から
は管路施設について長寿命化計画を策定し、改築及
び維持管理を行っている。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

全体総括

人口減少の影響で使用料の増加が見込めない中で、
現在の使用料収入では処理費を賄えていない状況が
続いている。さらに今後も施設の老朽化に伴い改築
更新等の工事が発生していくものと考えられ、健全
な経営を行っていくためには、コスト縮減を合理的
に進めていくとともに、平成29年度、下水道使用料
の改定を視野に入れた財源の確保を図っていく必要
がある。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.57】 【4.38】 【59.95】 【728.30】

【94.90】【60.09】【137.82】【100.04】

【37.36】 【4.96】 【0.27】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率、管渠老朽化率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成28年度決算）
岡山県　勝央町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

54.05 208.44 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 非設置 11,266

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 40.04 38.75 96.40 2,050 4,354 1.94 2,244.33 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

①料金収入等の収益で維持管理費や支払利息等の費
用をどの程度賄えているかを表す指標で、当町は資
本費が大きく、経常収益で賄え、経常収支比率が
100％以上となっており、類似団体平均を上回って
いる。②営業収益に対して、累積欠損金がどれだけ
あるかを表す指標で、当町では平成26年度法適用開
始時点での繰越欠損金が大きかったため、累積欠損
が類似団体を上回っている。③短期的な債務に対す
る支払い能力を表す指標で、当町では償還金等の財
源を一般会計に依存しており、自己資金が少ないこ
とが影響している。④一般会計の負担により０％と
なっている。⑤使用料で回収すべき経費を、どの程
度使用料で賄えているかを表した指標であり、当町
では汚水処理費が高い割に使用料単価が低くなって
おり、十分な料金水準ではないため、適正な使用料
単価への見直しが必要。今後料金改定を検討する。
⑥有収水量１㎥あたりの汚水処理に要した費用であ
り、当町では類似団体平均と比較しても汚水処理費
が高くなっており、施設の効率化や維持管理費の削
減を検討する必要がある。⑦公共下水道に接続し、
処理場を持たないため該当なし。⑧処理区域内人口
のうち、実際に水洗便所を設置して汚水処理してい
る人口の割合を表した指標であり、当町では面整備
が完了しているため平均値を上回っている。

2. 老朽化の状況について

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

①有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却がど
の程度進んでいるかを表す指標です。数値は低いが
供用開始から20年以上経過している。今後におい
て、更新計画等策定の検討が必要となってくる。②
法定耐用年数を超えた管渠延長の割合を表した指標
で、当町特環は面整備が完了しているが、法定耐用
年数を経過している管渠はないため０となってい
る。③当該年度に更新した管渠延長の割合を表した
指標で、当町は平成28年度において管渠の更新や改
良延長はなかったため０となっている。

全体総括

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

人口減少の影響で使用料の増加が見込めない中で、
現在の使用料収入では処理費を賄えていない状況が
続いている。さらに今後も施設の老朽化に伴い改築
更新等の工事が発生していくものと考えられ、健全
な経営を行っていくためには、コスト縮減を合理的
に進めていくとともに、下水道使用料の改定を検討
し財源の確保を図っていく必要がある。
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【100.66】 【105.22】 【54.12】 【1,348.09】

【82.30】【42.17】【232.54】【69.80】

【23.63】 【0.00】 【0.09】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率、管渠老朽化率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成28年度決算）
岡山県　勝央町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

54.05 208.44 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置 11,266

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 27.92 8.61 96.25 2,050 968 0.34 2,847.06 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

①料金収入等の収益で維持管理費や支払利息等の費
用をどの程度賄えているかを表す指標で、当町は資
本費が大きいため経常収益で賄えず、経常収支比率
が100％未満となっており、類似団体平均を下回っ
ている。②営業収益に対して、累積欠損金がどれだ
けあるかを表す指標で、当町農集は類似団体平均を
上回り413%と高く、料金収入の増加が見込めない現
状では今後さらに悪化していくため、使用料改定を
行い経営改善を図る必要がある。③短期的な債務に
対する支払い能力を表す指標で、当町農集では償還
金が大きく、その財源を一般会計に依存しており、
自己資金が少ないことが影響している。④一般会計
の負担により０％となっている。⑤使用料で回収す
べき経費を、どの程度使用料で賄えているかを表し
た指標であり、当町は類似団体平均値を大きく下
回っており、十分な料金水準ではないため、適正な
使用料単価への見直しが必要。今後料金改定を検討
する。⑥有収水量１㎥あたりの汚水処理に要した費
用であり、当町では類似団体平均と比較しても汚水
処理費が高くなっており、施設の効率化や維持管理
費の削減を検討する必要がある。⑦晴天時一日平均
処理水量を現在処理能力で除した数値で、施設がど
の程度利用されているかを表すものであり、当町で
は類似団体平均値を下回っている。⑧処理区域内人
口のうち、実際に水洗便所を設置して汚水処理して
いる人口の割合を表した指標であり、当町では面整
備が完了しているため平均値を上回っている。

2. 老朽化の状況について

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

①有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却がど
の程度進んでいるかを表す指標です。供用開始から
１５年以上経過しているが、法定耐用年数と比較す
ると比較的新しいため低い数値となっている。②法
定耐用年数を超えた管渠延長の割合を表した指標
で、当町農集は面整備が完了しているが、法定耐用
年数を経過している管渠はないため０となってい
る。③当該年度に更新した管渠延長の割合を表した
指標で、当町は平成２７年度において管渠の更新や
改良延長はなかったため０となっている。

全体総括

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

人口減少の影響で使用料の増加が見込めない中で、
現在の使用料収入では処理費を賄えていない状況が
続いている。さらに今後も施設の老朽化に伴い改築
更新等の工事が発生していくものと考えられ、健全
な経営を行っていくためには、コスト縮減を合理的
に進めていくとともに、下水道使用料の改定を検討
し財源の確保を図っていく必要がある。
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【99.11】 【206.58】 【34.54】 【914.53】

【85.01】【59.15】【276.78】【55.73】

【22.37】 【0.00】 【1.58】


